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ュ
ー
ス

　

昨
年
11
月
5
日
に
、
吉
村
昭
記
念
文
学
館

と
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
は
お
し
ど
り
文

学
館
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
度
、
締
結

一
周
年
を
記
念
し
、
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
名

誉
館
長
お
よ
び
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
特

別
館
長
を
務
め
る
津
村
節
子
氏
の
合
同
企
画

展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

で
90
歳
を
迎
え
ら
れ
、
現
在
も
精
力
的
に
執

津
村
節
子
氏
が

紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

vol.11
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題字／津村節子氏

切絵／山﨑達郎氏

【開館時間】

9時30分～20時30分

※企画展は17時まで

【休館日】

毎月第三木曜日・特別整理

期間・保守点検日・年末年始他

【入館料】

無料

筆
活
動
を
続
け
る
津
村
氏
の
約
60
年
に
お
よ

ぶ
創
作
活
動
を
、
様
々
な
資
料
と
と
も
に
振

り
返
り
ま
す
。
津
村
氏
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、

作
品
に
ど
ん
な
思
い
を
込
め
て
書
い
て
き
た

の
か
を
、
自
筆
原
稿
や
構
想
メ
モ
、
愛
蔵
品

な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

女
性
の
“
生
”
を
書
き
続
け
て

　
植
物
は
そ
れ
に
適
し
た
土
壌
に
成
育
す
る
よ

う
に
、
厳
し
い
気
候
風
土
に
生
れ
た
人
た
ち
は

自
分
の
道
を
貫
く
意
志
が
強

く
な
く
て
は
生
き
ら
れ
な
い
。

私
が
書
き
た
い
の
は
そ
う
い

う
人
た
ち
で
あ
る
。

（「
企
画
展
図
録
」巻
頭
言
よ
り
）

　

津
村
氏
は
、
昭
和
3
年

（
1
9
2
8
）、
福
井
県
福
井

市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
読
書

を
好
む
幼
少
期
を
過
ご
し
、

や
が
て
作
家
を
志
し
ま
す
。

昭
和
26
年
に
学
習
院
大
学
短

期
大
学
部
に
入
学
す
る
と
、

自
ら
が
編
集
・
発
行
人
と
な
り
雑
誌「
は
ま

ゆ
ふ
」を
創
刊
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
大
学
の

文
芸
部
に
も
所
属
し
、
創
作
に
励
み
ま
す
。

昭
和
28
年
、
同
じ
文
芸
部
員
だ
っ
た
吉
村
昭

と
結
婚
し
、
長
い
同
人
雑
誌
時
代
を
経
て
、

昭
和
39
年
に「
さ
い
果
て
」で
新
潮
社
同
人
雑

誌
賞
を
受
賞
。
翌
年
に
は「
玩
具
」で
芥
川
賞

を
受
賞
し
、
作
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
以
後
、
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年（
2
0
1
6
）に
は
、
長
年
の
多

岐
に
わ
た
る
創
作
活
動
と
文
学
界
振
興
へ
の

貢
献
に
よ
り
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

津
村
氏
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
探
究
心
の

も
と
、
歴
史
、
芸
術
、
伝
統
産
業
な
ど
の
中

で
生
き
抜
く
女
性
を
書
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
自
ら
の“
生
”を
力
強
く
生
き
る
人

び
と
の
姿
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

貴
重
資
料
を
一
挙
公
開

　
●

短
大
時
代
の
文
芸
部
雑
誌
「
は
ま
ゆ
ふ
」

　
●

芥
川
賞
受
賞
作
「
玩
具
」の
自
筆
原
稿

　
●

作
品
の
創
作
背
景
が
わ
か
る
取
材
ノ
ー
ト

　
●

吉
村
昭
か
ら
の
手
紙

　
●

文
壇
デ
ビ
ュ
ー
前
に
連
載
し
て
い
た

　
　

少
女
小
説

　
●

執
筆
道
具
や
愛
蔵
品
の
数
々

　

こ
の
他
に
も
、
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
貴
重
な
資
料
を
一
挙
に
公
開
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

授与された

褒章と褒状
平成30年（2018）3月31日

ニ
ュ
ー
ス

「
津
村
節
子
展  
生
き
る
こ
と
、
書
く
こ
と

」

会
期
：
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
〜

 

12
月
19
日
（
水
）
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「
戦
艦
武
蔵
」
と
内
藤
初
穂

　

「
星
の
王
子
さ
ま
」の
翻
訳
者
で
著
名
な
内

藤
濯
あ
ろ
う

の
長
男
で
、
作
家
の
内
藤
初は
つ

穂ほ

は

（
1
9
2
1
〜
2
0
1
1
）、
吉
村
の
親
し
い

　
7

月
か
ら
、
2

階
常
設
展
示
室
の
著
作
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
で
、「
学
芸
員
一
押
し
」と
し
て
、

当
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
ト
ピ
ッ
ク
展
示
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
9
月
19
日（
水
）

ま
で
開
催
し
た「
吉
村
昭
と
内
藤
初
穂
―「
戦

艦
武
蔵
」が
つ
な
ぐ
友
情
―
」に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

友
人
で
し
た
。

　

そ
の
出
会
い
は
、
昭
和
30
年
代
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
仲
介
し
た
の
は
、
吉
村
の
友
人

で
あ
り
内
藤
と
旧
知
の
仲
だ
っ
た
ロ
シ
ア
文

学
者
の
泉
三
太
郎（
山
下
三
郎
）で
し
た
。
当

時
、
内
藤
は
日
本
工
房
と
い
う
企
業
P
R
誌

を
手
掛
け
る
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
工
房
で
は
、
三
菱
重
工
業
㈱
長
崎
造
船

所
の
社
史
を
編
纂
し
た
関
係
か
ら「
戦
艦「
武

蔵
」建
造
日
誌
」の
複
製
を
所
蔵
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
誌
を
見
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
代

表
作「
戦
艦
武
蔵
」誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
内
藤
は「
武
蔵
」の
建
造
に

携
わ
っ
た
三
菱
重
工
の
技
術
者
た
ち
を
吉
村

に
紹
介
す
る
な
ど
、「
戦
艦
武
蔵
」
執
筆
に
あ

た
っ
て
重
要
な
存
在
で
し
た
。

　

後
年
、
内
藤
が
編
集
委
員
を
務
め
た『
戦

艦
武
蔵
建
造
記
録
』（
平
成
6
年
、
ア
テ
ネ

書
房
）
刊
行
案
内
の
チ
ラ
シ
に
は
、
吉
村
に

よ
る
推
薦
文「
敬
意
と
感
謝
」が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

内
藤
初
穂
と
の
交
遊

　

吉
村
に
と
っ
て
内
藤
は「
年
長
の
友
人
」で

あ
り
、
内
藤
に
と
っ
て
は「
畏
友
の
作
家
」で

し
た
。
二
人
は
傍
目
に
も
大
変
仲
が
良
く
、

長
崎
の
万
年
筆
屋
で
は
、
漫
才
の
よ
う
な
会

話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
吉

村
は
、
内
藤
の
著
書『
太
平
洋
の
女
王　

浅

間
丸
』（
平
成
10
年
、
中
公
文
庫
）
の
解
説
を

記
し
、『
ト
ー
マ
ス
・
B
・
グ
ラ
バ
ー
始
末
』（
平

成
13
年
、
ア
テ
ネ
書
房
）刊
行
後
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
ま
し
た
。

吉
村
の
病
と
死

　

平
成
18
年（
2
0
0
6
）1
月
、
膵
臓
ガ
ン

が
発
見
さ
れ
た
吉
村
は
入
院
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
吉
村
は
親
し
い
人
々
に
も
自
分

の
病
を
徹
底
的
に
秘
し
、
そ
れ
は
内
藤
に
対

し
て
も
同
様
で
し
た
。

　

入
院
直
前
に
、
内
藤
の『
星
の
王
子
の
影

と
か
た
ち
と
』（
平
成
18
年
、
筑
摩
書
房
）
の

帯
へ
の
推
薦
文
を
出
版
社
か
ら
依
頼
さ
れ
、

吉
村
は
す
べ
て
の
ゲ
ラ
に
目
を
通
し
、
原
稿

を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
内
藤
と

吉
村
は
F
A
X
で
連
絡
を
と
り
あ
い
、『
星

の
王
子
の
影
と
か
た
ち
と
』
に
つ
い
て
は
、

「
濯
先
生
の
翻
訳
も
、
内
藤
さ
ん
の
作
品
も
、

詩
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
私
に
は
爽
や
か
で
し

た
」（
内
藤
初
穂「
あ
と
が
き
に
代
え
て
」『
戦

艦
大
和
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム　

大
艦
巨
砲
の
技

術
を
顧
み
る
』平
成
20
年
、
グ
ラ
フ
社
）と
吉

村
か
ら
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
7
月
31
日
午
前
2
時

38
分
、
吉
村
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
内
藤
の
手
帳
に

は「
吉
村
さ
ん
没（
0
2
3
8
）」と

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
学
芸
員　

加
藤
陽
子
》

前
期
：
平
成
30
年
9
月
21
日（
金
）〜

同
年
11
月
14
日（
水
）

後
期
：
平
成
30
年
11
月
16
日（
金
）〜

同
31
年
1
月
16
日（
水
）

※
会
期
中
展
示
替
え
あ
り
。

場
所
：
2
階 

常
設
展
示
室

著
作
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

※
但
し
、
第
3
木
曜
日
、
12
月
7
日

（
金
）・
12
月
29
日（
土
）〜
平
成
31
年

1
月
4
日（
金
）午
前
は
休
館
。

津
村
節
子
『
智
恵
子
飛
ぶ
』
の
世
界

〜
高
村
智
恵
子
と
夫
・
光
太
郎
の
愛
と
懊
お
う
の
う悩

〜

ト
ピ
ッ
ク
展
示
開
催
報
告

吉
村
昭
と
内
藤
初
穂

―
「
戦
艦
武
蔵
」が
つ
な
ぐ
友
情
―

第
2
回 

ト
ピ
ッ
ク
展
示
の
お
知
ら
せ

第
１
回

吉村昭（左）と内藤初穂（右）

吉村昭自筆原稿「敬意と感謝」

内藤初穂自筆手帳
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日
時
：
平
成
30
年
6
月
10
日（
日
）14
時
〜
15
時

場
所
：
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ 

ゆ
い
の
森
ホ
ー
ル

　

瀬
戸
内
寂
聴
氏
の
秘
書
で『
お
ち
ゃ
め
に

1
0
0
歳
！ 

寂
聴
さ
ん
』（
平
成
29
年
、 

光

文
社
）
の
著
者
で
も
あ
る
瀬
尾
ま
な
ほ
氏
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
氏
と
瀬
尾
氏
は
、

66
歳
の
年
齢
差
を
越
え
て
、
心
通
い
合
う
関

係
を
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
生
で
最
良
と
い

う
瀬
戸
内
氏
と
の
出
会
い
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
身
近
で
接
す
る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ

る
そ
の
素
顔
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

瀬
尾
氏
は
、
大
学
卒
業
後
に
寂
庵
に
就

職
さ
れ
、
平
成
25
年（
2
0
1
3
）以
降
、
秘

書
業
務
を
一
人
で
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
瀬

戸
内
氏
の
精
力
的
な
活
動
の
根
源
に
は
、
生

涯
小
説
を
書
き
続
け
た
い
と
い
う
、
揺
る

ぎ
な
い
創
作
へ
の
信
念
と
情
熱
が
あ
る
と

お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
常
に
忘

己
利
他
の
精
神
で
社
会
問
題
に
向
き
合
い
、

自
ら
現
地
に
駆
け
つ
け
る
瀬
戸
内
氏
の
姿

勢
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
在
、

瀬
尾
氏
が
理
事
を
務
め
る「
若
草
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
の
困
難
を
抱
え
た
若
い
女
性
や
少

女
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
に
ふ
れ
て
、
自

己
と
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
取
り
組

む
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
瀬
戸
内
氏
の

執
筆
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
若
者
と
瀬
戸

内
氏
と
の
懸
け
橋
に
な
り
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
た
い
と
力
強
く
お
話
し
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
瀬
戸
内
氏
へ
の
敬
愛

に
満
ち
た
お
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
著
作
の
販

売
と
サ
イ
ン
会
が
開
催
さ
れ
、
思
い

出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

※「
万
年
筆
の
旅
」
７
号
に
は
、
吉
村
昭
記
念
文
学

館
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
届
い
た「
瀬
戸

内
寂
聴
氏
ビ
デ
オ
レ
タ
ー　

吉
村
昭
・
津
村
節

子
を
語
る
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・

  

あ
ら
か
わ
」
宣
言

関
連
展
示

　

荒
川
区
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

読
書
環
境
の
整
備
や
、
読
書
活
動
推
進
事
業

の
精
神
を
未
来
に
つ
な
げ
、
誰
も
が
読
書
を

楽
し
み
、
学
び
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら「
読
書
を
愛

す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
宣
言
を
５
月
27
日

に
行
い
ま
し
た
。
宣
言
文
で
は
、
読
書
の
効

用
を「
心
の
栄
養
」「
夢
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
」

「
魔
法
の
磁
石
」の
３
つ
に
分
け
て
説
明
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、
５

月
23
日（
水
）か
ら
７
月
18
日（
水
）ま
で
、
常

設
展
示
室
内
の
著
作
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
関
連

展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

吉
村
の
戦
史
小
説
は
、「
あ
の
戦
争
」
は
何

だ
っ
た
の
か
を
自
問
自
答
し
な
が
ら
執
筆
さ

れ
ま
し
た
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に「
戦
争

と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け

る
作
品
集
で
す
。

　

吉
村
は
、
歴
史
小
説
に
つ
い
て
史
実
を
ふ

ま
え
て
い
な
け
れ
ば
存
在
意
義
が
な
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
史
実
を
ふ
ま
え
そ
の
時
代

を
生
き
た
人
間
像
を
描
き
だ
し
ま
し
た
。

　

「
私
の
こ
だ
わ
り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
出

版
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た
随
筆
の
校
正
稿
で
す
。

「
私
単
独
の
調
査
で
あ
り
執
筆
で
あ
っ
て
、
旅

も
私
一
人
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
各
所
で
多

く
の
人
々
に
会
い
、
作
品
は
書
か
れ
ま
し
た
。

「
秘
書
だ
け
が
知
る

  
瀬
戸
内
寂
聴
の
素
顔
」

瀬
尾
ま
な
ほ
氏
講
演
会

講演を行う瀬尾まなほ氏

吉村昭自筆校正稿「一人旅」
山口昭男氏蔵

『
吉
村
昭
　
昭
和
の
戦
争
』全
６
巻

（
平
成
27

年
、
新
潮
社
）

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
、

人
生
を
自
ら
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
育
む

『
吉
村
昭
歴
史
小
説
集
成
』全
８
巻

（
平
成
21

年
、
岩
波
書
店
）

あ
ら
ゆ
る
時
代
の
人
々
の

多
様
な
生
き
方
を
知
る

吉
村
昭
自
筆
校
正
稿
「
一
人
旅
」

（
山
口
昭
男
氏
蔵
）

人
や
地
域
と
つ
な
が
り
、
世
界
中
の
人
々
の

喜
び
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
希
望
と
つ
な
が
る

「
心
の
栄
養
」

「
夢
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
」

「
魔
法
の
磁
石
」



［平成30年10月発行］

左
手
の
谷や

中
な
か

本
も
と

村
は
土
質
が
適
し
て
い
る
の

か
良
質
の
生
し
ょ
う
が姜
を
産
し
、
採
取
期
に
な
る
と

百
姓
た
ち
が
籠
に
そ
れ
を
入
れ
て
寛
永
寺
に

持
っ
て
く
る
。
宮
は
、
そ
れ
も
好
ん
で
口
に

し
て
い
た
。
　
　

　

―

中
略

―

歩
行
は
困
難
で
、
宮
は
何
度
も
水
の
中
に
膝

を
つ
き
、
顔
も
泥
水
で
よ
ご
れ
た
。

付
近
一
帯
は
寛
永
寺
の
寺
領
で
、
宮
一
行
は
、

道
を
進
ん
で
三み

河
か
わ

島
し
ま

村
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

 

「
名
主
の
市
郎
兵
衛
の
も
と
に
参
り
ま
し
ょ
う
」

竹
林
坊
が
、
宮
に
言
っ
た
。

（
『
彰
義
隊
』
朝
日
新
聞
社
、
平
成
17

年
）

『
彰
義
隊
』
と
は
　
平
成
30

年
（
２
０
１
８
）
か

ら
1
5
0
年
前
の
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
に

起
き
た
上
野
戦
争
を
、
皇
族
な
が
ら
朝
敵
と

さ
れ
た
寛
永
寺
山
主
、
輪
王
寺
宮
能よ
し

久ひ
さ

親
王

を
中
心
に
描
い
た
歴
史
小
説
で
す
。
宮
を
擁

立
し
た
幕
府
側
の
彰
義
隊
と
、
朝
廷
軍
と
の

文
学
館
の
常
設
展
示
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。
全

１
５
０
頁
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。
ご
要
望

の
多
か
っ
た「
吉
村
作
品
の
舞
台
と
取

材
地
マ
ッ
プ
」
を
付
録
と
し
て
ポ
ス

タ
ー
に
し
ま
し
た
。

図
録
代
金
：
６
０
０
円

販
売
場
所
：
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
１
階

 

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー

『彰義隊』
（朝日新聞社、平成17年）

戦
い
は
わ
ず
か
一
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
上

野
で
の
戦
い
の
後
、
雨
の
中
を
、
宮
と
彰
義

隊
は
、
上
野
か
ら
日
暮
里
、
三
河
島
、
尾
久

へ
と
敗
走
し
ま
し
た
。

　

吉
村
は
各
地
へ
と
落
ち
延
び
た
輪
王
寺
宮

の
足
取
り
を
辿
る
こ
と
で
、
幕
末
か
ら
明
治
へ

と
移
り
変
わ
る
時
代
の
真
相
に
迫
り
ま
し
た
。

吉
村
昭
と
彰
義
隊　

少
年
時
代
、
上
野
方
面

に
遊
び
に
い
く
時
に
は
、
日
暮
里
か
ら
谷
中

墓
地
を
通
り
、
寛
永
寺
境
内
を
抜
け
る
こ
と

が
多
く
、
吉
村
は
周
辺
の
町
に
も
親
し
み
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
家
の
近
く
に
は
彰
義
隊

の
屯
所
だ
っ
た
善
性
寺
が
あ
り
、
敗
れ
た
彰

義
隊
が
自
分
の
住
む
町
に
も
逃
れ
て
き
た
と

い
う
話
を
、
断
片
的
に
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。

吉
村
に
と
っ
て
彰
義
隊
は
、
幼
い
頃
か
ら
身

近
に
あ
っ
た
歴
史
の
話
と
言
え
ま
す
。
親
し

ん
だ
土
地
に
残
っ
て
い
た
昔
話
、
調
査
で
得

た
伝
承
か
ら「
彰
義
隊
」の
執
筆
を
決
意
し
ま

し
た
。

あ
ら
か
わ
調
査　

平
成
15

年
に
、
荒
川
ふ
る

さ
と
文
化
館
を
訪
れ
復
刻
版『
三
河
島
町
郷
土

史
』（
荒
川
区
立
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
平

成
14
年
）を
手
に
入
れ
ま
す
。
寛
永
寺
か
ら
逃

げ
る
輪
王
寺
宮
の
動
き
を
さ
と
ら
れ
ま
い
と

し
た
、
江
戸
城
出
入
り
の
植
木
屋
や
、
大
百

姓
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
子
孫
の
家
々
も
訪

ね
ま
し
た
。

　

吉
村
が
参
照
し
た『
三
河
島
町
郷
土
史
』に

は
、
所
々
に
赤
い
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
地

名
や
人
名
に
注
意
し
な
が
ら
資
料
を
丁
寧
に

読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

取
材
の
日
々
　
自
ら
取
材
を
行
い
資
料
と
向

き
合
う
吉
村
の
姿
勢
は「
彰
義
隊
」
に
お
い
て

も
同
様
で
、
荒
川
区
周
辺
で
の
調
査
後
、
宮

の
足
跡
を
追
っ
て
奥
羽
、
幕
府
軍
の
動
き
を

さ
ぐ
っ
て
岡
山
、
山
口
へ
と
旅
を
し
ま
し
た
。

作
品
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
る
、
権
力
者
だ

け
で
な
い
町
人
や
農
民
な
ど
の
細
か
な
描
写

は
、
こ
の
徹
底
し
た
調
査
・
取
材
を
礎
に
し

た
も
の
と
言
え
ま
す
。

「
彰
義
隊
」
の
執
筆　

「
彰
義
隊
」
は
、
平
成
16

年
10

月
か
ら
平
成
17

年
８
月
ま
で
、「
朝
日

新
聞
」
夕
刊
に
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
絵
は

村
上
豊
氏
。
連
載
開
始
時
に
は
「
宮
の
悲ひ

愴そ
う

な
姿
に
胸
が
熱
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、

こ
の
素
材
を
得
て
筆
を
起
こ
し
た
こ
と
を
幸

せ
に
思
っ
て
い
る
」（
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
、

平
成
16

年
10

月
12

日
）
と
語
り
ま
し
た
。

　

平
成
17

年
２
月
に
舌
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
ま

す
が
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
推
敲
を
続
け
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
を
舞
台
に
し
た
こ
の
作
品

は
、
吉
村
に
と
っ
て
最
後
の
長
篇
小
説
と
な

り
ま
し
た
。

《
学
芸
員 

北
山
ゆ
か
り
》

◎

郵
送
で
の
購
入
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
図
録
代

金
を
現
金
書
留
又
は
定
額
小
為
替
（
為
替
は
無

記
入
・
無
記
名
）
で
、
送
料
の
切
手
（
一
冊
購
入
の

場
合
は
3
5
0
円
）
と
併
せ
て
お
送
り
下
さ
い
。

◎

刊
行
物
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し

た
も
の
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

※
友
の
会
会
員
に
は
無
料
で
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

著作紹介

第5回

『
彰
義
隊
』

吉
村
昭
記
念
文
学
館

常
設
展
示
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た

北白川宮能久親王（輪王寺宮）像
写真提供　一般財団法人国民公園協会

明治36年（1903）に建立された銅像。北の

丸公園に佇む。

「彰義隊」執筆に関する資料
紙袋には「輪王寺宮」と書かれている。吉村は、収集

した資料を作品ごとに紙袋に入れて書斎で保管し

ていた。


